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技術部門            部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－   

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

※ 

1 .  信 頼 性 に 関 す る 指 標 に つ い て  

（ １ ） Ｍ Ｔ Ｂ Ｆ に つ い て  

 Ｍ Ｔ Ｂ Ｆ と は 平 均 故 障 間 隔 の こ と で 、 機 器 や シ ス テ

ム の 故 障 が 修 復 し て か ら 次 に 故 障 が 発 生 す る ま で の 平

均 時 間 の こ と で あ る 。 Ｍ Ｔ Ｂ Ｆ が 長 い ほ ど 、 機 器 や シ

ス テ ム の 信 頼 性 が 高 い こ と を 示 す 。 Ｍ Ｔ Ｂ Ｆ の 計 算 式

は 次 の 通 り で あ る 。 （ Ｍ Ｔ Ｂ Ｆ ＝ 全 運 転 時 間 － 修 復 時

間 合 計 ／ 修 復 回 数 ）  

（ ２ ） Ｍ Ｔ Ｔ Ｆ に つ い て  

 Ｍ Ｔ Ｔ Ｆ と は 平 均 故 障 時 間 の こ と で 、 機 器 や シ ス テ

ム が 故 障 し て 、 使 用 で き な く な る ま で の 寿 命 の こ と で

あ る 。 Ｍ Ｔ Ｔ Ｆ が 長 い ほ ど 、 機 器 や シ ス テ ム の 信 頼 性

が 高 い こ と を 示 す 。 Ｍ Ｔ Ｂ Ｆ と の 違 い は 、 Ｍ Ｔ Ｂ Ｆ が

再 使 用 で き る 機 器 や シ ス テ ム に 用 い ら れ 、 Ｍ Ｔ Ｔ Ｆ は

修 理 で き な い 機 器 や シ ス テ ム に 用 い ら れ る 語 で あ る 。  

（ ３ ） Ｍ Ｔ Ｔ Ｒ に つ い て  

 Ｍ Ｔ Ｔ Ｒ と は 平 均 修 復 時 間 の こ と で 、 機 器 や シ ス テ

ム の 故 障 が 故 障 し た と き に 修 復 に 要 し た 平 均 時 間 の こ

と で あ る 。 Ｍ Ｔ Ｔ Ｒ が 短 い ほ ど 、 シ ス テ ム の 保 守 性 が

高 い こ と を 示 す 。 Ｍ Ｔ Ｔ Ｒ の 計 算 式 は 次 の 通 り で あ る 。

（ Ｍ Ｔ Ｔ Ｒ ＝ 修 復 時 間 合 計 ／ 修 復 回 数 ）  

2 .  稼 働 率 の 計 算  

Ｍ Ｔ Ｂ Ｆ が ３ ６ ５ 日 、 Ｍ Ｔ Ｔ Ｒ が １ ０ 時 間 の 場 合 、  

稼 働 率 ＝ Ｍ Ｔ Ｂ Ｆ ／ Ｍ Ｔ Ｂ Ｆ ＋ Ｍ Ｔ Ｔ Ｒ で 求 め る 。 よ

っ て 稼 働 率 ≒ ９ ９ ． ８ ８ ６ ％ で あ る 。  


